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視察内容議会ICT化の取り組みについて

参加者委員長毛受明宏・副委員長早川直彦・議長月岡修一・議会事務局

近藤千鶴・藤江真理子・宮本英彦・蟹井智行・富永秀一・鵜飼貞雄

平成22年7月に行った市民アンケートにて「議会は市民に対して開かれていると思います

か?」の質問に対して、「開かれている」と答えた市民は15%の結果を踏まえ、議会の見え

る化の取り組みを始めた。

(議会の見える化として、議員の編集による議会だよりの発行や、議会報告会の施行実施な
どを経て、平成27年6月にICT推進プロジェクトチームを立ち上げ、平成28年3月議会

'よりiPadProを導入してペーパーレス議会を開始した。ペーパーレスを実現するためのアプリ(SideBooks)を利用して、議員一人当たり年間1万枚
の紙の使用量削減とコピー・製本.・差し替えなどの事務局作業も軽減した。

議員によっては得手不得手がある電子機器使用についても、ICT推進プロジェクトの委員

が中心となる勉強会も実施し、議会以外でも地域の議会報告などで迅速な資料説明に役立てている。、
他議員活動として、グループウエア(サイボウズ)を導入し、電話・FAX・郵送を当ウエアに

て管理している。議会事務局もグループメールにて確認作業も軽減され、各議員の日程管

理などに役立てている。

本会議場内使用ルールとして、議会と関係の無い使用は禁止、会議中は録音・録画・音量

OFF・外部通信を禁止し、タブレット使用(会議中関係の無いHP閲覧等)に関しては議員一

(人一人の自己責任としている。

【まとめ】

安城市議会の議会ICT化の取り組みは、全国でも先進的な取り組みとして高評価と聞いて

1いて勉強になりました。ペーパーレスで紙の資料削減と議会事務局管理としてもグループ

ウエアの導入で作業軽減が可能で利便性は高いと思った。

豊明市でも昨年12月議会より試行としてノートパソコン・タブレットの持ち込みを行って

いるが、各議員の温度差も感じる。

使用方法が一番のポイントでもあるので機器の統一導入をすれば議員同士にて意見の交換

も可能。議会効率化と議員活動充実に繋がるのであれば機器統一導入を考えるのも一案と

して考えてたい。
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